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2
月
16
日
、
2
0
2
2
年
第
1

回
東
京
都
議
会
定
例
会
に
あ
わ

せ
、
東
京
地
評
な
ど
の
3
団
体
共

催
で
都
庁
舎
前
に
お
い
て
集
会
を

行
な
い
、
1
1
0
人
（
東
京
土
建

は
49
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
荻
原
淳
東

京
地
評
議
長
は
「
今
回
の
定
例
会

で
は
来
年
度
の
都
予
算
を
審
議
、

決
定
す
る
。
小
池
知
事
は
不
要
不

急
の
大
型
開
発
予
算
を
4
割
も
ふ

や
す
な
ど
経
済
優
先
が
露
骨
だ
。

コ
ロ
ナ
対
策
拡
充
な
ど
都
民
を
守

る
予
算
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た

都
立
病
院
の
独
法
化
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
都
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
予
算
を
要
求
し

て
い
こ
う
」な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

米
倉
春
奈
都
議（
共
産
）の
あ
い

さ
つ
の
後
、
5
つ
の
団
体
か
ら
ア

ピ
ー
ル
が
あ
り
、
東
京
土
建
か
ら

は
石
村
英
明
副
委
員
長
が
発
言
。

建
設
従
事
者
の
現
状
と
コ
ロ
ナ
禍

で
の
緊
急
支
援
等
の
必
要
性
、
建

設
国
保
の
予
算
要
求
で
東
京
土
建

が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
奮
闘
す
る
医
療
従
事
者
へ

の
感
謝
と
都
立
・
公
社
病
院
の
独

法
化
に
反
対
し
、
共
に
た
た
か
っ

て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
春
闘
に
あ
た
り
、
連
合
は
2

月
3
日
、
2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
中
央

総
決
起
集
会
を
開
催
。
芳

野
友
子
中
央
闘
争
委
員
長

は
「
経
済
や
企
業
実
績
の

後
追
い
で
は
な
く
、
賃
上

げ
に
よ
っ
て
家
計
所
得
を

向
上
さ
せ
、
消
費
拡
大
、

経
済
成
長
へ
と
つ
な
げ
る

好
循
環
を
作
り
出
す
こ
と

を
強
く
強
く
求
め
た
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

1
9
9
5
年
に
日
経
連（
現
経
団
連
）の

経
営
指
針「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」が
示

さ
れ
て
以
降
、
非
正
規
雇
用
は
大
幅
に
増

加
。
企
業
は
次
々
に
分
社
化
さ
れ
、
人
件

費
抑
制
が
進
み
ま
し
た
。
ま
た
各
企
業
が

「
生
き
残
り
」
を
か
け
て
人
件
費
コ
ス
ト

を
引
き
下
げ
た
果
実
は
、
株
主
配
当
と
役

員
報
酬
の
増
額
に
化
け
、
消
費
と
設
備
投

資
の
低
迷
、
膨
大
な
内
部
留
保
と
カ
ネ
余

り
と
い
う
現
象
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
日
本
の
労
働
者
の
賃
金
は
1
9

9
7
年
を
ピ
ー
ク
に
20
年
間
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
長
期
不
況
の
原
因
も
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
社
会
保
障
費
の
削
減
、

消
費
税
の
連
続
増
税
が
格
差
と
貧
困
を
広

げ
る
な
か
、コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
女
性
、

若
者
、
高
齢
者
、
非
正
規
雇
用
者
に
痛
み

が
集
中
し
て
い
ま
す
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
と
共

同
し
て
研
究
活
動
を
取
り
組
む
労
働
総
研

は
「
2
0
2
2
春
闘
提
言
」
を
発
表
。
20

年
度
末
時
点
で
7
0
4
・
3
兆
円
（
国
内

総
生
産
Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
1
・
3
倍
）
に
達
し
て

い
る
大
企
業
の
内
部
留
保
の
一
部
還
元

で
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
抜
本
的
に
改
善

し
、
日
本
経
済
を
再
生
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
訴
え
ま
し
た
。

働
く
人
の
所
得
が
増
え
れ
ば
個
人
消
費

・
内
需
が
拡
大
し
経
済
成
長
の
好
循
環
を

生
み
、
強
い
経
済
の
再
建
に
つ
な
が
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
新
自
由
主

義
的
経
済
政
策
で
疲
弊
し
た
国
民
の
暮
ら

し
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
大
企
業
は
内
部
留
保
を
還
元
し
、
大
幅

賃
上
げ
と
賃
金
底
上
げ
で
、
国
民
生
活
を

建
て
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
月
14
日
、
都
立
・
公

社
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
（
独
法
化
）
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
都
立
広
尾
病

院
の
前
で
、
独
法
化
の
中

止
を
求
め
て
、
広
尾
病
院

を
都
立
の
ま
ま
で
存
続
・

充
実
さ
せ
る
会
（
以
下
、

存
続
さ
せ
る
会
）
を
中
心

に
11
人
（
東
京
土
建
目
黒

支
部
か
ら
は
3
人
）
で
署

名
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
広
尾
病
院
が
な
く
な
る
の
で

す
か
」
と
い
う
病
院
帰
り
の
女
性

に
、
「
都
立
病
院
で
な
く
な
る
の

で
す
」
と
チ
ラ
シ
な
ど
を
渡
し
な

が
ら
て
い
ね
い
に
説
明
し
、
署
名

を
求
め
る
な
ど
行
動
し
ま
し
た
。

「
存
続
さ
せ
る
会
」
の
事
務
局

長
で
広
尾
病
院
の
看
護
師
だ
っ
た

金
井
寛
子
さ
ん
は
「
10
数
年
前
か

ら
毎
月
1
回
の
宣
伝
署
名
行
動
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
広
尾
病
院

は
看
護
専
門
学
校
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
こ
の
学
生
で
も『
独
法
化
』

を
知
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
応
や
島

し
ょ
医
療
な
ど
重
要
な
行
政
的
医

療
を
担
っ
て
い
る
広
尾
病
院
を
都

立
の
ま
ま
残
す
よ
う
に
声
を
上
げ

て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

『
独
法
化
』
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
都
立
駒
込
病
院
（
2
月
4

日
）
、
都
立
大
塚
病
院
（
2
月
14

日
）
で
も
同
様
の
行
動
が
あ
り
ま

し
た
。

2
月
8
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
は
東
京
高
裁
で
東
京

1
陣
の
差
し
戻
し
審
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
日
の
法
廷
で
は
、遺

族
原
告
の
大
坂
春
子
さ
ん
（
埼
玉

土
建
）が
、あ
ら
た
め
て
ご
主
人
と

息
子
さ
ん
を
失
っ
た
悲
し
み
、
昨

年
の
最
高
裁
判
決
で
国
に
勝
ち
、

菅
前
首
相
の
謝
罪
を
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
た
喜
び
、
そ
し
て
し
ん

し
な
謝
罪
を
せ
ず
、
話
し
合
い
に

も
応
じ
な
い
被
告
企
業
へ
の
怒
り

を
話
し
、
ま
た
弁
護
団
が
被
告
企

業
の
過
失
行
為
の
悪
質
性
を
指
摘

し
、
和
解
解
決
を
求
め
ま
し
た
。

開
廷
に
先
立
つ
高
裁
前
集
会
で

は
、
松
本
久
人
統
一
本
部
副
本
部

長
（
東
京
土
建
副
委
員
長
）
が
挨

拶
。
「
昨
年
、
ニ
チ
ア
ス
に
対
す

る
抗
議
行
動
を
3
度
実
施
し
、
今

日
は
被
告
企
業
12
社
と
法
廷
で
た

た
か
う
。
今
年
4
月
か
ら
は
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
建
造
物
の
解
体
工
事

で
の
法
規
制
が
実
施
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
も
っ
と
早
く
行

な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
多
く
の
仲
間

の
命
が
救
え
た
は
ず
だ
。
企
業
に

謝
罪
と
補
償
基
金
へ
の
参
加
を
求

め
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
参
加
者
全
員

で
東
京
高
裁
に
向
け
、
コ
ー
ル
を

行
な
い
ま
し
た
。

2
月
19
日
、
「
戦
争
さ
せ
な
い

・
9
条
壊
す
な
」
、
月
例
の
総
が

か
り
行
動
が
国
会
議
員
会
館
前
で

行
な
わ
れ
、5
0
0
人
の
市
民（
東

京
土
建
は
60
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
菱
山
南
帆

子
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
の

政
府
対
応
を
批
判
し
た
上
で
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市
民
が
多
く
い

る
中
で
、
自
民
党
は
若
手
議
員
を

組
織
し
て
全
国
各
地
で
憲
法
集
会

を
始
め
る
な
ど
改
憲
策
動
を
強
め

て
い
る
。
7
月
の
参
院
選
後
は
3

年
間
、大
き
な
国
政
選
挙
が
な
い
。

参
院
選
で
改
憲
勢
力
に
3
分
の
2

の
議
席
を
許
し
た
ら
大
変
な
こ
と

に
な
る
。
総
が
か
り
行
動
で
は
青

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
青
年

Ｐ
Ｔ
）
を
作
り
、
昨
日
宣
伝
署
名

行
動
を
行
な
っ
た
。
改
憲
阻
止
の

運
動
を
強
め
よ
う
」
な
ど
と
挨
拶

で
話
し
ま
し
た
。

柚
木
道
義
（
立
民
）
、
山
下
芳

生
（
共
産
）
の
国
会
議
員
が
連
帯

ス
ピ
ー
チ
、
市
民
か
ら
の
発
言
で

は
青
年
Ｐ
Ｔ
の
髙
木
陽
介
さ
ん
が

「
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ュ
ー

ウ
エ
イ
ブ
を
合
言
葉
に
、
先
輩
方

の
運
動
を
継
承
し
青
年
ら
し
い
運

動
を
作
っ
て
い
く
」
と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

2
月
18
日
、
東
京
地
裁
1
0
3

号
法
廷
で
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
東
京
3
陣
の
第
7
回
期
日
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
原

告
の
40
人
が
国
と
の
和
解
と
な
る

一
方
、
依
然
と
し
て
反
論
し
続
け

る
被
告
企
業
に
対
し
て
反
論
を
す

る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

開
廷
前
、
地
裁
前
で
集
会
を
行

な
い
、
あ
い
さ
つ
し
た
清
水
謙
一

全
国
連
絡
会
事
務
局
長
は
「
昨
年

12
月
の
第
6
期
日
か
ら
約
2
カ
月

の
間
の
大
き
な
変
化
は
、
①
昨
年

6
月
に
作
り
上
げ
た
給
付
金
法
が

1
月
19
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
こ

と
、
②
全
国
の
裁
判
で
国
と
の
和

解
が
70
％
ほ
ど
に
進
ん
だ
こ
と
、

③
2
月
9
日
に
九
州
1
陣
、
神
奈

川
2
陣
で
最
高
裁
決
定
が
出
さ
れ

昨
年
5
月
の
最
高
裁
判
決
で
救
済

さ
れ
な
か
っ
た
屋
外
工
救
済
の

「
糸
口
」
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た

企
業
責
任
の
範
囲
が
広
が
っ
た
こ

と
、
こ
の
3
つ
だ
。
被
告
企
業
代

表
者
の
直
接
謝
罪
、
被
告
企
業
が

係
争
中
の
裁
判
を
直
ち
に
和
解
に

入
る
こ
と
、
給
付
金
制
度
に
被
告

企
業
が
拠
出
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら

を
今
年
中
に
打
開
す
る
た
め
に
力

を
合
わ
せ
て
た
た
か
お
う
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

原
告
の
吉
田
重
男
さ
ん
（
村
山

大
和
）
が
引
き
続
き
の
支
援
を
訴

え
た
後
、
現
在
取
り
組
む
署
名
を

今
国
会
中
に
50
万
筆
獲
得
す
る
こ

と
、
自
治
体
で
の
意
見
書
採
択
を

進
め
る
こ
と
の
行
動
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

命
と
生
活
守
る
予
算
を

命
と
生
活
守
る
予
算
を

都議会開会

スピーチする髙木さん

改憲阻止に青年も
「オールドＳニューＷ」で

石
村
副
委
員
長
が
決
意
表
明

都庁舎に向けてシュプレヒコールする集会参加者

総
が
か
り

広
尾
病
院
は
都
立
の
ま
ま
で

独
法
化
中
止
の
署
名
を

署名を訴える行動参加者

アスベストアスベスト

東
京
１
陣
差
し
戻
し
審

謝
れ
償
え
建
材
企
業

統一本部を代表して挨拶する松本さん

東
京
３
陣
で
４０
人

が
和
解
、
５０
万
署

名
を
今
国
会
に

大
幅
賃
上
げ
で
好
循
環
を

求

人

求

職


